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博士課程後期
《一般入学試験・社会人入学試験》

1　募　集　人　員

2　出　願　資　格
※外国籍を有する方（定住者・永住者・特別永住者を除く）は外国人留学生入学試験を受験してくだ
　さい。博士課程前期の外国人留学生入学試験については，14頁を参照してください。

3　願書受付期間・入学試験日

募 集 区 分 願  書  受  付  期  間 入 学 試 験 日

９月入学試験
（注）： 出願資格⑧による出願を希望する者は，書類提出期間が異なります。4頁【出願資格審査について】を参照してください。

研 究 科 名 専　攻　名 課　程　名 標準修業年限 入学定員

工学研究科
エネルギー・環境システム工学専攻

博士課程後期 3年
4名

情報・制御システム工学専攻 4名

※入学定員には，専攻で実施するすべての入学試験の人員を含みます。

《一般入学試験》 《社会人入学試験》
　次のいずれかの条件に該当する者
① 　修士の学位を有する者又は学校教育法第104条
第 1項に規定する専門職大学院の課程を修了し文
部科学大臣の定める学位を有する者及び令和8
年 3月までに取得見込みの者
② 　外国において，修士の学位又は専門職学位に
相当する学位を授与された者及び令和 8年 3
月までに授与される見込みの者
③ 　外国の学校が行う通信教育における授業科目
を我が国において履修し，修士の学位又は専門
職学位に相当する学位を授与された者及び令和
8年 3月までに授与される見込みの者
④ 　我が国において，外国の大学院の課程を有す
るものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって，文部科学大
臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修
士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与
された者及び令和 8年 3月までに授与される
見込みの者
⑤ 　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国
との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和 51
年法律第 72号）第 1条第 2項に規定する 1972
年 12 月 11 日の国際連合総会決議に基づき設立
された国際連合大学の課程を修了し，修士の学
位に相当する学位を授与された者及び令和 8年
3月までに授与される見込みの者
⑥ 　外国の学校，第4号の指定を受けた教育施設又
は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置
基準第16条の 2に規定する試験及び審査に相当
するものに合格し，修士の学位を有する者と同等
以上の学力があると認められた者
⑦  　文部科学大臣の指定した者
⑧ 　本学の大学院において，個別の入学資格審査に
より，修士の学位又は専門職学位を有する者と同
等以上の学力があると認めた者で，24歳に達し
たもの及び令和 8年 3月までに達するもの（注）

　次のいずれかの条件に該当する者で，最終学校
を卒業・修了・退学した後，入学時に社会人経験
3年以上の者
① 　修士の学位を有する者又は学校教育法第104条
第1項に規定する専門職大学院の課程を修了し文部
科学大臣の定める学位を有する者（令和5年 3月
以前に学位を授与された者）
② 　外国において，修士の学位又は専門職学位に
相当する学位を授与された者（令和5 年 3月以
前に学位を授与された者）
③ 　外国の学校が行う通信教育における授業科目を
我が国において履修し，修士の学位又は専門職学
位に相当する学位を授与された者（令和5年 3月
以前に学位を授与された者）
④  　我が国において，外国の大学院の課程を有す
るものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって，文部科学大
臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修
士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与
された者（令和5年 3月以前に学位を授与され
た者）
⑤  　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国
との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和 51
年法律第 72号）第 1条第 2項に規定する 1972
年 12 月 11 日の国際連合総会決議に基づき設立
された国際連合大学の課程を修了し，修士の学
位に相当する学位を授与された者（令和5年 3
月以前に学位を授与された者）
⑥ 　外国の学校，第4号の指定を受けた教育施設又
は国際連合大学の教育課程を履修し，大学院設置
基準第16条の 2に規定する試験及び審査に相当
するものに合格し，修士の学位を有する者と同等
以上の学力があると認められた者
⑦ 文部科学大臣の指定した者
⑧ 　本学の大学院において，個別の入学資格審査に
より，修士の学位又は専門職学位を有する者と同
等以上の学力があると認めた者で，27歳に達し
たもの及び令和 8年 3月までに達するもの（注）

（注）： 出願資格⑧による出願を希望する者は，出願資格審査を行います。4頁【出願資格審査について】を参照してください。

留学生（本学を卒業した者及び卒業見込みの者を含む）は 14頁（外国人留学生入学試験）を参照してください。

令和 8 年 7 月 4 日（土）予定令和 8 年 6 月15日（月）～ 6 月17日（水）

目次に戻る
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4　願書受付時間・場所
　　　①　受付時間：午前 10 時～午後 4時（正午～午後 1時を除きます）

　　　　　　　　　　　封筒の表には，「工学研究科出願書類在中」と朱書きしてください。

5　出　願　手　続
　⑴　提出書類その他

　⑵　入学検定料の納入方法

　　　 　入学検定料は，最寄の金融機関（郵便局・ゆうちょ銀行を除く）から本学所定の「振込用紙」に
記載された指定金融機関宛に振り込んでください。
　なお，振込みの際に受取った「入学検定料領収書（大学提出）」を，指定の入学検定料領収書貼付
台紙に貼って，他の出願書類とともに提出してください。

　⑶　出願上の注意
　　　　①　該当する出願資格に記載された条件の内容を必ず確認してください。

《一般入学試験》 《社会人入学試験》

①　志願票（本学所定用紙）
　　副票・受験票（本学所定用紙）
②　 出身大学院の修了証明書又は修了見込証
明書

③　出身大学院の成績証明書 
④　入学検定料領収書（大学提出）
　　 （本学所定の台紙に貼り付けられている
こと）

①　志願票（本学所定用紙）
　　副票・受験票（本学所定用紙）
　　※ 「志願票」裏面の履歴書の記入について
　　　・職歴及び実務経験を記入してください。
　　　・ 業績（研究論文，学会発表，特許　等）があ

る者は記入してください。
　　　・ 専門性に係る資格を保有している者は記入

してください。

②　出身大学院の修了証明書
③～⑤　左記の③④⑤に同じ 
⑥　研究計画書（本学所定用紙なし）
　　※ 400 字以上，A4縦長・横書き
　　 （上部に志望専攻・志望専修名及び志願者氏名を
記入してください）

⑦　 資格取得者は，その証明書の写しを提出
してください。

注 1 ： 2頁の出願資格②・③・⑤～⑦に該当する者で，上記書類のうち提出不可能なものがあ
る場合は，事前に大学院事務課へ相談してください。

注 2 ：出願資格によっては，上記以外の書類の提出をお願いすることがあります。

注 4 ：本学博士課程前期修了者（修了予定者）が博士課程後期に進学する場合でも，全ての書類
　　　が必要です。

注 3 ： 改姓された者（証明書使用の姓と現在の姓が異なる者）は，戸籍抄本等，改姓を証明する
書類（1年以内に発行されたもの）を添付してください。

入学検定料 32 ,000円

　　　　※郵送の場合は書留郵便とし，受付最終日までに必着とします。

⑤　「住所シート」（本学所定用紙） 

（注）インターネットバンキングによる振込みは受付できません。

（注）自動振込機（ATM）から振込みを行う場合は，氏名の前に「振込用紙」の「整理番号」を
必ずご入力ください。振込みを証明できるもの（利用明細票の写し）を指定の入学検定料
領収書貼付台紙に貼って提出してください。

　　　　　　　　　　福岡市城南区七隈八丁目 19 番１号（〒 814-0180）　
　　　　　　　　　　　☎（092）871‒ 6631　内線 2913～2916

　　　②　受付場所・問合せ先
福岡大学　大学院事務課（福岡大学　中央図書館 6階）

目次に戻る
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　　　　②　 

　　　　③　 志願票及び副票・受験票の「志望専修部門」欄は，各専攻の入学生を募集する専修部門（7～
11 頁参照）の中から 1部門を選択し，その名称を記入してください。

　　　　　　「指導教員」欄には，志望専修部門の指導教員 1名の氏名を記入してください。

　

　　　【出願資格審査について】

　

6　受　　験　　票
　　　※出願手続完了者には，「受験票」を送付します。
　　　※ 試験日の 5日前までに到着しない場合は大学院事務課へ連絡してください。
　　　※「受験票」は入学手続完了まで保管してください。

7　試験場・試験会場
　　　福岡市城南区七隈八丁目 19 番 1 号　　福岡大学内
　　　　※ 試験会場は，試験日当日の午前 8 時 30 分に中央図書館西側 1階入口（大学院エントランス）に

掲示します。
　　　　※受験者は，午前 9時までに試験会場に集合してください。

◆出願資格⑧の出願条件
　　資格：大学，短期大学，高等専門学校，専修学校，各種学校の卒業生，その他の教育施設の修了者であること。

　◇書類提出期間：令和 8年 5月 11 日（月）～ 5月 13 日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前 10 時～午後 4時（正午～午後 1時を除きます）

　◇提  出  書  類：①　志願票（本学所定用紙）
　　　　　　　　　　　　※ 「志願票」裏面の履歴書の記入について
　　　　　　　　　　　　　・職歴及び実務経験を詳しく記入してください。
　　　　　　　　　　　　　・ 業績（研究論文，学会発表，特許  等）がある者は記入し，その現物の写しも提出してください。
　　　　　　　　　　　　　・ 専門性に係る資格を保有している者は記入し，その証明書の写しも提出してください。
　　　　　　　　　②　最終卒業（修了）学校の卒業証明書及び成績証明書
　　　　　　　　　③　志望動機と目的
　　　　　　　　　　　　※ 400 字以上，A4縦長・横書き（本学所定用紙なし）
　　　　　　　　　　　　※上部に志望専攻・志望専修名及び志願者氏名を記入してください。
　　　　　　　　　④　研究計画書（社会人志願者のみ）
　　　　　　　　　　　　※ 400 字以上，A4縦長・横書き（本学所定用紙なし）
　　　　　　　　　　　　※上部に志望専攻・志望専修名及び志願者氏名を記入してください。

　◇審査結果通知： 審査の結果は本人あて通知します。なお，受験が認められた者は，指定された期日までに，入学検定料
を納入し，下記の書類を提出してください。入学検定料の納入が確認された後，受験票を送付します。

　　　　　　　　　①　副票・受験票（本学所定用紙）

　　　　　　　　　③　住所シート（本学所定用紙）
　　　　　　　　　②　入学検定料領収書（大学提出）※本学所定の台紙に貼り付けられていること

出願書類に不備がある場合，書類の受理はできません。出願期間内に全ての書類の提出が
完了するようご準備ください。記入漏れがないように注意してください。

　　　　④ 　 一度払い込まれた入学検定料及び提出された書類（論文含む）の返還請求には応じません。
ただし，万が一誤って振り込みを行った場合は，3頁の問い合わせ先までご連絡ください。

　　　　⑤　身体等の障がいにより「受験上の配慮」及び「入学後の修学上の配慮」を希望される方，
　　　　　　職業を有している等の事情により「長期履修制度」の利用を希望される方は，巻末に掲載
　　　　　　している各文書をご参照ください。

目次に戻る
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時　間 試　験　科　目
 9 ：00～ 受験上の注意

 9 ：15～10：15 ◆　小 論 文

（注）
　12：40～

◆　面　　接
　　小論文及び研究計画書による口頭試問を行う。

（注）面接の開始時間は，受験者人数等の諸事情により変更になる場合があります。

8　試験科目・試験時間

《一　般　入　学　試　験》
　■全専攻共通

《社　会　人　入　学　試　験》
　■全専攻共通

9　合　格　発　表
　　　　①　合格発表日時：令和 8 年 7月21日（火）午前10時

　　　　② 　 合格者の受験番号を掲示するとともに，合格者へ入学手続書類を郵送（簡易書留）します。
不合格者への通知はいたしません。

　　　　　　　　◆ 掲示場所：大学院事務課前
　　　　③ 　 福岡大学公式ホームページ内の「大学院個別サイト」（https://www.grad.fukuoka-u.ac.jp/）

に合格者の受験番号を掲載いたします。
　　　　④ 　 合否に関する電話による問合せには一切応じません。
　　　　⑤　 出願書類及び入学手続書類等に虚偽の記載があった場合は，入学許可を取り消すことがあります。

10　入　学　手　続
　　　　※　入学手続書類等の詳細は，合格通知とともにお知らせします。
　　　　※ 　 入学申込金・授業料その他諸納入金の納入については，6頁の「⑴　入学に要する経費等」

の学費等納入金表を参照してください。

時　間 試　験　科　目
 9 ：00～ 受験上の注意
 9 ：15～10：15 ◆　英　　語

10：30～12：00 ◆　専門科目　［※他大学院出身者のみ実施］
　　専修部門の科目について筆記試験を行う。

（注）
　12：40～

◆　面　　接
　　研究計画に関する口頭試問を行う。
（注）面接の開始時間は，受験者人数等の諸事情により変更になる場合があります。

目次に戻る
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⑵ 入学辞退について
① 合格発表後に入学を辞退する場合は『入学辞退届』を提出してください。
② 入学手続き終了後に入学を辞退する場合は『入学辞退届』を提出した方に限り，入学申込金（入
学金）を除く第一期分学費等納入金を返還いたします。

⑴ 入学に要する経費等

◆ 上記合計金額のうち，「入学申込金」及び「第一期分学費等納入金」として，下記の金額を所定の期日
までに納入してください。（納入期限当日の収納日付印まで有効）

費　　目 本 学 学 部 卒 業 本 学 大 学 院 修 了 他大学卒業・他大学院修了

入 学 申 込 金
120,000 0 120,000

◇納入期限：令和 8 年 8 月 4 日（火）

第 一 期 分 学 費 等 納 入 金
353,000 353,000 368,100

◇納入期限：令和 8 年 8 月20日（木）
※納入期限後はいかなる理由があっても受け付けできません。
※ 所定の期限までにこれらの手続きを完了してください。
※二年次以降の学費等納入金のうち，「委託徴収金」の金額には多少の変動が生じることがあります。

学 費 等 納 入 金 表 （単位：円）

区　　　分
項　　　目

本 学 学 部
卒 業

本学大学院
修 了

他大学卒業・
他大学院修了 備　　　考

入学時
納入金

入 学 申 込 金（ 入 学 金 ） 120,000 0 120,000 入学年度のみ納入

第 一 期 分
学費等納入金

第一期分授業料 280,000 280,000 280,000

毎年度納入
第一期分教育充実費 70,000 70,000 70,000
委 託 徴 収 金 3,000 3,000 18,100
（小計） 353,000 353,000 368,100

計 473,000 353,000 488,100

第二期
払込分

第 二 期 分
学費等納入金

第二期分授業料 280,000 280,000 280,000
毎年度納入第二期分教育充実費 70,000 70,000 70,000

計 350,000 350,000 350,000
初年度納入金　合計 823,000 703,000 838,100

目次に戻る
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11　各専攻の学生募集専修部門・指導教員及び授業科目・履修方法等の概要

●エネルギー・環境システム工学専攻

専 修 部 門 指　　導　　教　　員 研　　究　　内　　容

熱エネルギー工学
教 授　工学博士　  高尾　幸来

⑴低GWP冷媒を用いる冷凍空調機器内の伝熱流動特性
　およびオイルの影響に関する研究
⑵対向ピストンエンジンの高効率化に関する研究

電気エネルギー工学 教 授　博士（工学） 篠原　正典 プラズマー表面相互作用，プラズマを用いたデバイス創製の研究

ターボ機械の高効率化・高信頼化に関する研究

都市環境工学
地震応答最適化と最適化手法の適用に関する研究

教 授　博士（工学）　木下　幸治 社会インフラの環境負荷低減を可能とするエコ・リ
ニューアル法に関する研究

教 授　博士（工学）　柴田　　久 景観や公共施設のデザインに関する研究

教 授　博士（工学） 鈴木　光雄

教 授　博士（工学）　佐藤　研一 各種廃棄物の地盤への適用と新しい舗装技術の開発

教 授　工学博士　  髙山　峯夫 免制震技術を用いた応答制御構造と各種デバイスの開発

教 授　博士（工学）　辰巳　　浩 快適で持続可能な交通・都市システムに関する研究

教 授　博士（工学）　村上　　哲 地盤災害の予測手法の高度化と防止・軽減技術に関する研究

教 授　博士（工学）　渡辺　　浩 木質資源の外構材への有効利用と木橋への適用性に関する研究

教 授　博士（工学）　渡辺　亮一 都市内水環境および生態系再生に関する研究

環境材料工学

教 授　博士（工学）　森山　茂章 高機能で長寿命な人工関節の開発

教 授　Ph.D.　　  柳瀬　圭児 材料力学に関する実験的および解析的研究

教 授　博士（工学）　山辺純一郎 脱炭素社会実現に向けた部材の強度設計に関する先進的研究

教 授　博士（環境学）　加藤　勝美 化学物質および化学プロセスの発火・爆発危険性に関する研究

環境プロセス工学

教 授　博士（理学）　久保田　純 エネルギー技術に関する触媒開発と，その表面の機能
に関する研究

教 授　博士（工学）　新戸　浩幸 ナノマテリアルの生体・環境影響に関する基礎研究

教 授　博士（工学）　野田　　賢 システムズアプローチによる環境配慮型プロセスの開発

教 授　博士（工学）　松隈　洋介 二酸化炭素排出削減に関連した化学装置の開発･高性能化

資源循環システム工学 教 授　博士（工学）　山本　俊浩

令和 8年度 9月入学生を募集する専修部門と指導教員及び研究内容

環境負荷低減を目指す複合材料の強度評価に関する研究

　本専攻は，熱エネルギー工学，電気エネルギー工学，都市環境工学，環境材料工学，環境プロセス工
学および資源循環システム工学の 6 専修から構成され，エネルギー問題解決のためのエネルギーの生
成・変換・伝達および輸送に関する研究と，環境問題に対処するための環境適合化学システムの構築，
廃棄物の処理・再資源化技術，さらに環境悪化を防止あるいは改善する機能性材料の研究などを通じて
学際的研究を推進しています。

教 授　博士（工学） 山田　和豊

目次に戻る
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授業科目，単位，担当者及び履修方法（令和 7年度現在）
研　　究　　指　　導　　科　　目

部　　門 授　　業　　科　　目 単位数 担　　当　　者

熱エネルギー工学専修

熱エネルギー工学特別研究Ⅰ 2

教　授 工学博士 高尾　幸来
教　授 工学博士 山田　和豊

教　授 工学博士 山田　和豊

熱エネルギー工学特別研究Ⅱ 2
熱 エ ネ ル ギー工学特別研究Ⅲ 2
熱 エ ネ ル ギー工学特別研究Ⅳ 2
熱 エ ネ ル ギー工学特別演習Ⅰ 2
熱 エ ネ ル ギー工学特別演習Ⅱ 2

電気エネルギー工学専修

電気エネルギー工学特別研究Ⅰ 2
電気エネルギー工学特別研究Ⅱ 2
電気エネルギー工学特別研究Ⅲ 2
電気エネルギー工学特別研究Ⅳ 2
電気エネルギー工学特別演習Ⅰ 2
電気エネルギー工学特別演習Ⅱ 2

都 市 環 境 工 学 専 修

都 市 環 境 工 学 特 別 研 究 Ⅰ 2
教　授

教　授

教　授

教　授
教　授
教　授
教　授

博士（工学）

博士（工学）

工学博士

博士（工学）
博士（工学）
博士（工学）
博士（工学）

堺　　純一
教　授 博士（工学） 木下　幸治

柴田　　久
教　授 博士（工学） 鈴木　光雄

教　授 博士（工学） 佐藤　研一

髙山　峯夫

趙　　　翔

教　授 博士（工学） 趙　　　翔

教　授 博士（工学） 辰巳　　浩

村上　　哲
渡辺　　浩
渡辺　亮一

都 市 環 境 工 学 特 別 研 究 Ⅱ 2
都 市 環 境 工 学 特 別 研 究 Ⅲ 2
都 市 環 境 工 学 特 別 研 究 Ⅳ 2
都 市 環 境 工 学 特 別 演 習 Ⅰ 2
都 市 環 境 工 学 特 別 演 習 Ⅱ 2

環 境 材 料 工 学 専 修

環 境 材 料 工 学 特 別 研 究 Ⅰ 2
教　授
教　授
教　授
教　授

工学博士
博士（工学）
Ph.D.
博士（工学）

遠藤　正浩
森山　茂章
柳瀬　圭児
山辺純一郎

環 境 材 料 工 学 特 別 研 究 Ⅱ 2
環 境 材 料 工 学 特 別 研 究 Ⅲ 2
環 境 材 料 工 学 特 別 研 究 Ⅳ 2
環 境 材 料 工 学 特 別 演 習 Ⅰ 2
環 境 材 料 工 学 特 別 演 習 Ⅱ 2

環境プロセス工学専修

環境プロセス工学特別研究Ⅰ 2
教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

博士（理学）
博士（農学）
博士（工学）
博士（工学）
博士（工学）

久保田　純
教　授 博士（環境学）加藤　勝美

重松　幹二
新戸　浩幸
野田　　賢
松隈　洋介

環境プロセス工学特別研究Ⅱ 2
環 境 プ ロ セス工学特別研究Ⅲ 2
環 境 プ ロ セス工学特別研究Ⅳ 2
環 境 プ ロ セス工学特別演習Ⅰ 2
環 境 プ ロ セス工学特別演習Ⅱ 2

資源循環システム工学
専 修

資源循環システム工学特別研究Ⅰ 2

教　授
教　授

博士（薬学）
博士（工学）

田中　綾子
山本　俊浩

資源循環システム工学特別研究Ⅱ 2
資源循環システム工学特別研究Ⅲ 2
資源循環システム工学特別研究Ⅳ 2
資源循環システム工学特別演習Ⅰ 2
資源循環システム工学特別演習Ⅱ 2

部 門 共 通 イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 （各指導教員）

特  　　  修  　　  科  　　  目
部　　門 授　　業　　科　　目 単位数 担　　当　　者

応 用 エ ネ ル ギ ー 特 論 2
熱 エ ネ ル ギ ー 移 動 現 象 特 論 2 教　授 工学博士 高尾　幸来
電 力 シ ス テ ム 工 学 特 論 Ａ 2
電 力 シ ス テ ム 工 学 特 論 Ｂ 2 教　授 工学博士 住吉谷　覚
誘 電 体 物 性 工 学 特 論 2
都 市 排 水 処 理 工 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 渡辺　亮一
再 生 資 源 利 用 工 学 特 論 2 （担当者未定）

2 （担当者未定）

（担当者未定）

建 築 環 境 シ ス テ ム 特 論 2 教　授 博士（工学） 穴井　　謙
都 市 計 画 特 論
免 震 ・ 制 震 設 計 特 論 2 教　授 工学博士 髙山　峯夫
地 盤 防 災 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 村上　　哲
建 築 計 画 特 論 2
舗 装 ・ 地 盤 環 境 工 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 佐藤　研一

教　授 博士（工学） 篠原　正典

教　授 博士（工学） 篠原　正典
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部　　門 授　　業　　科　　目 単位数 担　　当　　者
構 造 工 学 特 論
橋 梁 工 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 渡辺　　浩
交 通 ・ 都 市 シ ス テ ム 特 論 2 教　授 博士（工学） 辰巳　　浩
建 築 生 産 工 学 特 論

2 教　授 博士（工学） 木下　幸治

耐 震 工 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 堺　　純一
景 観 デ ザ イ ン 特 論 2 教　授 博士（工学） 柴田　　久

材 料 強 度 学 特 論 2 （担当者未定）
住 環 境 デ ザ イ ン 特 論 2 教　授 博士（人間環境学）池添　昌幸

生 体 材 料 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 森山　茂章
構 造 材 料 工 学 特 論 2 准教授 博士（工学） 櫨原　弘貴
高 分 子 材 料 工 学 特 論 2
材 料 強 度 解 析 特 論 2 教　授 Ph.D. 柳瀬　圭児
機 械 材 料 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 山辺純一郎
界 面 コ ロ イ ド 工 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 新戸　浩幸
環 境 装 置 工 学 特 論 2 教　授 博士（理学） 久保田　純
環 境 分 離 工 学 特 論 2 教　授 博士（工学） 松隈　洋介
環 境 適 合 化 学 プ ロ セ ス 特 論 2 教　授 博士（工学） 野田　　賢
生 物 材 料 工 学 特 論 2 教　授 博士（農学） 重松　幹二
環 境 安 全 工 学 特 論 2 教　授 博士（環境学） 加藤　勝美
環 境 工 学 特 論 2
環 境 触 媒 特 論 2

（担当者未定）

廃 棄 物 処 理 工 学 特 論 2
廃 棄 物 処 分 シ ス テ ム 特 論

2建 設 廃 棄 物 処 理 特 論
2

（担当者未定）
（担当者未定）
教　授  博士（工学） 鈴木　慎
也准教授 博士（工学） 為田　一
雄（担当者未定）

1　 学生の標準修業年限は 3年とし，所定の授業科目について，合計 16 単位以上を修得しなければならない。ただし，優れた研究
業績を上げた者については，1年以上在学すれば足りるものとする。

2　 学生は，研究指導科目のうちから選定した一つの部門を専修部門とし，主指導教員及び副指導教員から授業科目の選択，学位
論文の作成その他研究全般について指導を受けるものとする。

3　 主指導教員は，専修部門の特別研究科目の担当者とする。
4　副指導教員は，専修部門又はこれと関連する部門の担当者のうちから主指導教員が選ぶものとする。
5　第 1項の 16 単位は，原則として次の区分によって修得しなければならない。
⑴ 研究指導科目のうちから，必修として専修部門の特別研究科目 8単位，選択必修として専修部門の特別演習科目及び部門共
通科目のうちから 4単位の計 12 単位
⑵ 特修科目から 4単位以上
6　 主指導教員が必要と認めた場合は，他専攻，他研究科，全研究科共通科目又は他大学大学院の授業科目を履修し，これを特修
科目の単位にあてることができる。

7　博士の学位論文は，専修部門について提出するものとする。

2 教　授 博士（工学） 鈴木　光雄



−10−

●情報・制御システム工学専攻

令和 8年度 9月入学生を募集する専修部門と指導教員及び研究内容

専 修 部 門 指　　導　　教　　員 研　　究　　内　　容

情報処理工学

教 授　博士（工学）　佐藤　寿倫 高性能・低電力・高信頼性システムアーキテクチャの
研究

教 授　博士（工学）　中西　恒夫 組込みシステムとその開発方法論に関する研究

情報伝送工学

システム制御工学

教 授　博士（工学）　岩村　誠人 マルチボディダイナミクス理論の開発とそのロボティ
クスへの応用に関する研究

機能デバイス工学

教 授　博士（工学）　末次　　正 高周波スイッチング増幅器に関する研究，半導体実装
に関する研究，機能性デバイスに関する研究

教 授　博士（理学）　鈴木　孝将 電子材料の物性に関するナノエレクトロニクス分野の
研究

教 授　博士（工学）　名倉　　徹 半導体集積回路に関する研究

教 授　博士（工学）　文仙　正俊 光情報記録，光情報処理や光計測に関する研究

本専攻は，情報処理工学，情報伝送工学，システム制御工学，機能デバイス工学の４専修で構成されて

います。知的情報処理，言語工学，音声情報処理，システム／ソフトウェア工学，ディジタル通信工学を

含む情報伝送，電磁波工学，光情報処理，パワー半導体を用いた電力変換，ロボット制御に関する研究，

さらにシステムをハード面で支える各種機能素子の研究などを複数の専門領域から多角的に展開しています。

教 授　博士（工学）　孟　　志奇 電磁波の応用技術と数値解析手法に関する研究

教 授　博士（工学）　小浜　輝彦 スイッチング電源およびアナログ回路に関する研究

教 授　博士（工学）　髙橋　伸弥
音声・画像・大規模データの人工知能応用技術に関す
る研究

目次に戻る
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授業科目，単位，担当者及び履修方法（令和 7年度現在）
研　　究　　指　　導　　科　　目

部　　門 授　　業　　科　　目 単位数 担　　当　　者

情 報 処 理 工 学 専 修

情 報 処 理 工 学 特 別 研 究 Ⅰ 2
情 報 処 理 工 学 特 別 研 究 Ⅱ 2
情 報 処 理 工 学 特 別 研 究 Ⅲ 2
情 報 処 理 工 学 特 別 研 究 Ⅳ 2
情 報 処 理 工 学 特 別 研 究 Ⅴ 2
情 報 処 理 工 学 特 別 研 究 Ⅵ 2

情 報 伝 送 工 学 専 修

情 報 伝 送 工 学 特 別 研 究 Ⅰ 2
情 報 伝 送 工 学 特 別 研 究 Ⅱ 2
情 報 伝 送 工 学 特 別 研 究 Ⅲ 2
情 報 伝 送 工 学 特 別 研 究 Ⅳ 2
情 報 伝 送 工 学 特 別 研 究 Ⅴ 2
情 報 伝 送 工 学 特 別 研 究 Ⅵ 2

システム制御工学専修

システム制御工学特別研究Ⅰ 2

教　授
教　授

博士（工学）
工学博士

小浜　輝彦
根葉　保彦

システム制御工学特別研究Ⅱ 2
シ ス テ ム 制御工学特別研究Ⅲ 2
シ ス テ ム 制御工学特別研究Ⅳ 2
シ ス テ ム 制御工学特別研究Ⅴ 2
シ ス テ ム 制御工学特別研究Ⅵ 2

機能デバイス工学専修

機能デバイス工学特別研究Ⅰ 2 教　授
教　授
教　授
教　授
教　授

博士（工学）
博士（理学）
博士（工学）
博士（工学）
工学博士

末次　　正
鈴木　孝将
名倉　　徹
文仙　正俊
三島　健司

機能デバイス工学特別研究Ⅱ 2
機 能 デ バ イス工学特別研究Ⅲ 2
機 能 デ バ イス工学特別研究Ⅳ 2
機 能 デ バ イス工学特別研究Ⅴ 2
機 能 デ バ イス工学特別研究Ⅵ 2

部 門 共 通 イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 （各指導教員）

特  　　  修  　　  科  　　  目
部　　門 授　　業　　科　　目 単位数 担　　当　　者

言 語 工 学 特 論 Ａ 2
言 語 工 学 特 論 Ｂ 2 （担当者未定）
知 能 処 理 特 論 Ａ 2
知 能 処 理 特 論 Ｂ 2 教　授 博士（工学） 鶴田　直之
知 能 処 理 特 論 Ｃ 2
情 報 処 理 工 学 特 論 Ａ 2 教　授 博士（工学） 佐藤　寿倫
情 報 処 理 工 学 特 論 Ｂ 2
情 報 処 理 工 学 特 論 Ｃ 2 教　授 博士（工学） 中西　恒夫
情 報 処 理 工 学 特 論 Ｄ 2 教　授 博士（工学） 江田　孝治
伝 送 素 子 特 論 2 （担当者未定）
情 報 伝 送 工 学 特 論 Ａ 2 （担当者未定）
情 報 伝 送 工 学 特 論 Ｂ 2
情 報 伝 送 工 学 特 論 Ｃ 2 教　授 博士（工学） 孟　　志奇
情 報 伝 送 工 学 特 論 Ｄ 2 （担当者未定）
パワーエレクトロニクス特論Ａ
パワーエレクトロニクス特論Ｂ 2 教　授 工学博士 根葉　保彦
機 械 シ ス テ ム 制 御 特 論 Ａ 2 （担当者未定）
機 械 シ ス テ ム 制 御 特 論 Ｂ 2 教　授 博士（工学） 岩村　誠人
機 械 シ ス テ ム 制 御 特 論 Ｃ 2 （担当者未定）
機 能 デ バ イ ス 工 学 特 論 Ａ 2 教　授 博士（工学） 文仙　正俊
機 能 デ バ イ ス 工 学 特 論 Ｂ 2 教　授 博士（工学） 末次　　正
機 能 デ バ イ ス 工 学 特 論 Ｃ 2 教　授 工学博士 三島　健司
機 能 デ バ イ ス 工 学 特 論 Ｄ 2 教　授 博士（工学） 名倉　　徹
デ バ イ ス 材 料 工 学 特 論 2 教　授 博士（理学） 鈴木　孝将

1　 学生の標準修業年限は 3年とし，所定の授業科目について，合計 16 単位以上を修得しなければならない。ただし，優れた研究
業績を上げた者については，1年以上在学すれば足りるものとする。

2　 学生は，研究指導科目のうちから選定した一つの部門を専修部門とし，主指導教員及び副指導教員から授業科目の選択，学位
論文の作成その他研究全般について指導を受けるものとする。

3　主指導教員は，専修部門の特別研究科目の担当者とする。
4　副指導教員は，専修部門又はこれと関連する部門の担当者のうちから主指導教員が選ぶものとする。
5　 第 1 項の 16 単位は，原則として次の区分によって修得しなければならない。
⑴ 研究指導科目のうちから，必修として専修部門の特別研究のⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ8単位，選択必修として専修部門の特別研究の
Ⅴ，Ⅵ及び部門共通科目のうちから 4単位，計 12 単位
⑵ 特修科目から４単位以上
6　 主指導教員が必要と認めた場合は，他専攻，他研究科，全研究科共通科目又は他大学大学院の授業科目を履修し，これを特修
科目の単位にあてることができる。

7　博士の学位論文は，専修部門について提出するものとする。

教　授 博士（工学） 孟　　志奇

教　授 博士（工学） 岩村　誠人

2 教　授 博士（工学） 小浜　輝彦

教　授
教　授

博士（工学）
博士（工学）

髙橋　伸弥
教　授 博士（工学） 佐藤　寿倫

中西　恒夫

（担当者未定）

（担当者未定）

（担当者未定）

（担当者未定）

教　授 博士（工学） 髙橋　伸弥
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12　そ　　の　　他

　【日本学生支援機構貸与型奨学金概要（返還義務のあるもの）】

　上記の内容で不明な点等があれば，学生課奨学金担当に相談してください。

　　種　類 詳　　　　　　　　　　細

第一種奨学金
　・無利子
　・返還免除制度あり

　人物，学業ともに優れ，経済的
理由によって修学困難な学生に対
し，日本学生支援機構から貸与さ
れる制度です。貸与期間は標準
修業年限内です。
　なお，収入基準額は，学部学生
は家計支持者の収入額ですが，
大学院生は本人の収入額です。

【入学時特別増額貸与】
　1年次において，第一種また
は，第二種奨学金の貸与を受ける
方で，希望者は所定の手続きによ
り交付初回のみ増額して貸与を申
込むことができます。（10万円，
20万円，30万円，40万円，50万
円から選択）

《募集時期》
・在学採用　 9 月下旬～10月上旬
　　対象者　全在学生
　

》）額月（額与貸《》）績実度年令和 6（ 員人用採《
・第一種奨学金
　修士課程・博士課程前期 98 名…（5万円･ 8 万 8千円）
　博士課程後期　  4 名…（8万円･12万 2千円）
　博士課程　　　  1 名…（8万円･12万 2千円）
・第二種奨学金
　修士課程・博士課程前期 17 名
　博士課程後期
　博士課程　　　  0 名

第二種奨学金
　・有利子

緊急奨学金
（第一種）/無利子

　家計の急変（主たる家計支持者が失職，破産，事故，病気若しくは死亡又は，火災，
風水害の災害等）で奨学金を緊急・応急に必要とする場合（但し，事由発生から1年
以内。）に申込むことができます。

応急奨学金
（第二種）/有利子

【全課程共通】
（5万円･8万円･10万円･
 13万円･15万円）

◇　既修得単位認定制度
　本学大学院に入学する前に本学大学院及び他の大学院（外国を含む。）において履修した授業科目
について修得した単位は，当該研究科通常委員会の議を経て，15 単位を超えない範囲で本学の大
学院における授業科目の履修により修得したものとして認めることがあります。希望者は，申請条
件や申請時期等について，出願前に大学院事務課へご確認ください。

◇　奨学金制度
・日本学生支援機構奨学金と地方公共団体，民間団体が実施している奨学制度があり，広く活用
しています。
　　これらの奨学金には，返還義務のある「貸与型奨学金」や返還義務のない「給付型奨学金」が
あり，条件もそれぞれ異なっていますので，事前の確認を忘れないようにしてください。
・募集・案内等は，ＦＵポータルで行います。担当窓口は，学生課の奨学金窓口です。

目次に戻る



≪外国人留学生入学試験≫

博　士　課　程　後　期
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◇国内志願者とは，既に日本国に在留している志願者です。
◇国外志願者とは，受験のために外国から日本国に来る志願者です。

≪外国人留学生入学試験≫　
博士課程後期

2　出　願　資　格

《博士課程後期》

1　募　集　人　員

研 究 科 名 専　攻　名 課　程　名 標準修業年限 入学定員

工学研究科
エネルギー・環境システム工学専攻

博士課程後期 3年
4名

情報・制御システム工学専攻 4名

※入学定員には，専攻で実施するすべての入学試験の人員を含みます。

（注）出願資格⑦に該当し出願を希望する者は，第一次選考（書類審査及び出願資格審査）に
おいて資格審査を行います。

　次のいずれかの条件に該当する者で，★印の要件を満たす者
①　日本の大学院において，修士の学位を授与された者又は学校教育法第 104 条第 1 項に規定
する専門職大学院の課程を修了し文部科学大臣の定める学位を有する者及び令和 8年 3 月ま
でに取得見込みの者

②　外国において，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和 8 年 3
月までに授与される見込みの者

③　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専
門職学位に相当する学位を授与された者及び令和 8年 3月までに授与される見込みの者

④　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい
て位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了
し，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び令和 8年 3 月までに授与
される見込みの者

⑤　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和
51 年法律第 72 号）第 1条第 2項に規定する 1972 年 12 月 11 日の国際連合総会決議に基づき
設立された国際連合大学の課程を修了し，修士の学位に相当する学位を授与された者及び令
和 8年 3月までに授与される見込みの者

⑥　外国の学校，第 4号の指定を受けた教育施設又は国際連合大学の教育課程を履修し，大学
院設置基準第 16 条の 2 に規定する試験及び審査に相当するものに合格し，修士の学位を有
する者と同等以上の学力があると認められた者

⑦　本学の大学院において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する
者と同等以上の学力があると認めた者で，24 歳に達したもの及び令和 8年 3 月までに達する
もの（注）

★在学中の経費支弁能力のある者
★日本語で講義・研究指導を受ける者は，指定された日本語能力がある者

3　願書受付期間・入学試験日
募　集　区　分

願書受付期間 試　　験　　日
対　　象試験季別

９月入学試験
国外志願者

令和8年 7月 4日（土）予定
国内志願者

令和8年 3月 2日（月）～ 3月27日（金）

令和8年 5月11日（月）～ 5月13日（水）

目次に戻る
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5　出　願　手　続
　⑴　提出書類その他（※国外志願者は出願書類が異なりますので，大学院事務課までお問合せください。）
　　 　以下の事項に注意し，必要書類を提出してください。なお，出願資格によっては，提出書類以外

の書類提出をお願いすることがあります。
　　　＊ 提出書類は，出願資格により異なります。該当する提出書類一覧の○印の付いた書類はすべて提出してください。

　　　＊ 本人が記入する書類は，特に指定のない限りすべて日本語で記入してください。
　　　＊ 提出書類は，写しを許可されたもの以外，すべて本書を提出してください。（コピーは受付けません。）

　　　＊ 証明書等は，原則として発行日から 3ヵ月以内のものを提出してください。
　　　＊ 母国語で作成された書類には，和文又は英文の翻訳文を添付してください。

《  国　内　志　願　者  》
出願資格：①～⑥による志願者

提　　出　　書　　類 博士課程
後期

 1．志願票  外国人留学生用  ・副票・受験票（本学所定用紙）
 2．成績証明書（提出時点で最新のもの）
 ・博士課程後期の志願者は，出身大学及び出身大学院の成績証明書
  ※詳細はp. 18で確認してください。

  ※詳細はp. 18で確認してください。

  

 3．卒業・修了に関する証明
 ・出身大学院の修了証明書（修了証書でも可）又は修了見込証明書 

 4．修士論文の内容の要旨　
 ※日本語で書かれたもの　A4縦長・横書き，書式は自由。なお，英語で講義を受けることを希望する者は英語 
のワープロのものも認める。

○

○

○

4　願書（第 1次選考書類）受付時間・場所
　　　①　受付時間
　　　　　午前 10 時～午後 4時（正午～午後 1時を除きます）
　　　②　受付場所・問合せ先
　　　　　福岡大学　大学院事務課 （福岡大学　中央図書館 6 階）

　　　　　　　　　　福岡市城南区七隈八丁目 19 番１号（〒 814-0180）　
　　　　　　　　　　　☎（092）871‒ 6631　内線 2913～2916

　　　　　　　　　　　封筒の表には，「工学研究科出願書類在中」と朱書きしてください。
　　　　※郵送の場合は書留郵便とし，受付最終日までに必着とします。

写しを要するものは，受付時に大学院事務課で写しをとり，本書は返却いたします。

○

○

○

 5．研究計画書（本学所定用紙）
 ※日本語で志願者本人の自筆によるもの。（ワープロ作成のものは不可）なお，英語で講義を受けることを希望
する者は英語のワープロのものも認める。

 6．志望理由書（本学所定用紙）
 ※日本語で志願者本人の自筆によるもの。（ワープロ作成のものは不可）なお，英語で講義を受けることを希望
する者は英語のワープロのものも認める。

 7．英語能力を証明する書類
　　・エネルギー・環境システム工学専攻および情報・制御システム工学専攻各専攻（英語で講義を
　　　受けることを希望する者のみ）

 TOEIC L&R，TOEFLまたは IELTS のスコア証明書（提出必須，コピー可，但し試験日当日
原本持参のこと）

 ※提出できるスコア証明書は，TOEIC L&Rは TOEIC L&R公開テスト公式認定書，TOEFLはTOEFLの受験
者成績表，IELTSはIELTSの成績証明書とします。（福岡大学において実施されたTOEIC L&R（IP）テスト
およびTOEFL（ITP）テストの結果は有効と認めます）

該当者のみ

　　　＊本学博士課程前期修了者（修了予定者）が博士課程後期に進学する場合でも，全ての書類が必要です。

目次に戻る
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提　　出　　書　　類 博士課程
後期

 

 

8．日本語能力証明
　 工学研究科では「日本語能力試験」N2 レベル（ 2 級）以上の日本語能力を有することが条件です。
（但し，英語で講義を受けることを希望する者には，この条件を適用しません）
　以下のいずれか１つを提出してください。
　　①　 （財）日本国際教育支援協会又は国際交流基金が実施する「日本語能力試験」N1またはN2

レベル（2009 年以前の受験生は，1級または 2級）の合格認定書
　　②　 日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」の「日本語」の成績通知書

　　  ※ ただし，過去 2年間において実施された試験のいずれかにおいて，聴解・聴読解・読解の合計が
200 点以上の成績を得ていること。

　　③　 上記①または②の書類提出が不可能な場合は，「日本語能力認定書」（本学所定用紙）
　   　　　  ※ 「日本語能力認定書」は日本語講師，日本政府の在外公館員，その他適当と思われる者に記入を

依頼してください。

○

 9．経費支弁計画書（本学所定用紙） ○
10．1 年分の学費・生活費の支払能力があることを証明する書類

（「経費支弁計画書」の収入を立証する書類）

　次の①・②（全員提出）と③～⑥で該当するものを全て提出してください。
　原則として発行日から3 ヵ月以内のものを提出してください。

　　①　 志願者名義の預金残高証明書（日本円又はUSドルによるもの）
当該預金の過去 1年間の入出金の経緯が明らかになる預金通帳等の現物

　　  ※  提出不可能な場合は，その理由書を添付してください。（A4サイズ　書式は自由）

　　④　入学年 9月以降に奨学金受給が決定している者は奨学金受給証明書
を取得している者はその写し

　　⑤　 外国（本国の親族等）からの送金を受ける場合は，送金者本人が自筆により作成した経費支弁書
（本学所定用紙）※注）

　　⑥　 在日する親族等からの送金を受ける場合は，送金者本人が自筆により作成した経費支弁書

　　  ※ 印鑑は実印を使用してください。

　※ 注） ⑤・⑥の「経費支弁書」が母国語で作成されている場合は，和文又は英文の翻訳文を添付してください。

○

　　②　

　　③　「資格外活動許可書」
※郵送の場合は，必要な部分の全てのページの写し 

（本学所定用紙）※注）

11．住民票（マイナンバーの記載がないもの）
 ※ 市町村区役所発行のもので，在留カード№（又は外国人登録番号）・在留資格・在留期限が明記されたもの

○

12．パスポート（大学院事務課で写しをとりますので，原本を持参願います。） ○

13．住所シート（本学所定用紙） ○

14．提出書類チェックリストＡ（本学所定用紙） ○

※郵送の場合は，氏名・国籍・パスポート番号・顔写真が記載されているページの写し

《  国　内　志　願　者  》
出願資格：⑦による志願者

◇出願条件：短期大学,高等専門学校,専修学校,各種学校の卒業生,その他の教育施設の修了者であること。
　　　　　　（博士課程後期志願者には，大学卒業者を含む。）

提　　出　　書　　類 博士課程
後期

 1．志願票  外国人留学生用  ・副票・受験票（本学所定用紙）
　    ※　 「志願票」裏面について

 ・職歴または研究歴がある者は記入してください。
・ 業績（著書・研究論文・学会発表・特許）がある者は「資格・賞罰等」の欄に記入し，その現物の写しも提出
してください。
・専門性に係る資格及び実務経験がある者は「資格・賞罰等」の欄に記入してください。（資格保有者は，その 
証明書の写しを添付してください）

○

 2．最終卒業又は修了学校の成績証明書（提出時点で最新のもの）
　    ※詳細はp. 18で確認してください。

○

 3．最終卒業又は修了学校の卒業証明書（卒業証書でも可）
　    ※ 詳細はp. 18で確認してください。

○

 4．研究計画書（本学所定用紙）
　　※ 日本語で志願者本人の自筆によるもの。（ワープロ作成不可）なお，英語で講義を受けることを希望する者は

英語のワープロのものも認める。
○

　　  ※預金残高が①の預金残高証明書の金額と一致するものを提出してください。
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提　　出　　書　　類 博士課程
後期

 7．英語能力を証明する書類

該当者のみ

 8．日本語能力証明
　工学研究科では「日本語能力試験」N2 レベル（ 2 級）以上の日本語能力を有することが条件です。
（但し，英語で講義を受けることを希望する者には，この条件を適用しません）
　以下のいずれか１つを提出してください。
　　①　 （財）日本国際教育支援協会又は国際交流基金が実施する「日本語能力試験」N1またはN2

レベル（2009 年以前の受験生は，1級または 2級）の合格認定書
　　②　 日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」の「日本語」の成績通知書
　   　　　  ※ ただし，過去 2年間において実施された試験のいずれかにおいて，聴解・聴読解・読解の合計が

200 点以上の成績を得ていること。
　　③　上記①または②の書類提出が不可能な場合は，「日本語能力認定書」（本学所定用紙）
　   　　　  ※ 「日本語能力認定書」は日本語講師，日本政府の在外公館員，その他適当と思われる者に記入を依頼

してください。

○

 9．経費支弁計画書（本学所定用紙） ○

○

11．住民票（マイナンバーの記載がないもの）
　    ※ 市町村区役所発行のもので，在留カード№（又は外国人登録番号）・在留資格・在留期限が明記されたもの ○

○

13．住所シート（本学所定用紙） ○
14．提出書類チェックリストＣ（本学所定用紙） ○

10．1 年分の学費・生活費の支払能力があることを証明する書類
（「経費支弁計画書」の収入を立証する書類）

　次の①・②（全員提出）と③～⑥で該当するものを全て提出してください。
　　①　 志願者名義の預金残高証明書（日本円又はUSドルによるもの）

当該預金の過去 1年間の入出金の経緯が明らかになる預金通帳等の現物

　　  ※  提出不可能な場合は，その理由書を添付してください。（A4サイズ　書式は自由）

　　④　入学年 9月以降に奨学金受給が決定している者は奨学金受給証明書
を取得している者はその写し

　　⑤　 外国（本国の親族等）からの送金を受ける場合は，送金者本人が自筆により作成した経費支弁書
（本学所定用紙）※注）

　　⑥　 在日する親族等からの送金を受ける場合は，送金者本人が自筆により作成した経費支弁書

　　  ※ 印鑑は実印を使用してください。

　※ 注） ⑤・⑥の「経費支弁書」が母国語で作成されている場合は，和文又は英文の翻訳文を添付してください。

　　②　

　　③　「資格外活動許可書」
※郵送の場合は，必要な部分の全てのページの写し

12．パスポート（大学院事務課で写しをとりますので，原本を持参願います。）
※郵送の場合は，氏名・国籍・パスポート番号・顔写真が記載されているページの写し

 5．志望理由書（本学所定用紙）
　　※ 日本語で志願者本人の自筆によるもの。（ワープロ作成不可）なお，英語で講義を受けることを希望する者は

英語のワープロのものも認める。
○

 6．最終学歴以降の活動歴　※  1,000 字程度。A4縦長・横書で書式は自由。 ○

　　・エネルギー・環境システム工学専攻および情報・制御システム工学専攻各専攻（英語で講義を
　　　受けることを希望する者のみ）

 TOEIC L&R，TOEFLまたは IELTS のスコア証明書（提出必須，コピー可，但し試験日当日
原本持参のこと）

 ※提出できるスコア証明書は，TOEIC L&Rは TOEIC L&R公開テスト公式認定書，TOEFLはTOEFLの受験
者成績表，IELTSはIELTSの成績証明書とします。（福岡大学において実施されたTOEIC L&R（IP）テスト
およびTOEFL（ITP）テストの結果は有効と認めます）

（本学所定用紙）※注）

　原則として発行日から3 ヵ月以内のものを提出してください。

　　  ※預金残高が①の預金残高証明書の金額と一致するものを提出してください。
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外国人留学生　卒業 修了（見込）証明書、成績証明書、学位取得証明書について

出身教育機関の
所在地

日本

日本
国外

中国

日本語
又は英語

中国語

日本語
又は英語

日本語又は
英語以外

中国
以外

証明書 証書
の言語 提出書類

【卒業・修了 成績に関する証明】
① 日本語で作成された証明書

　【卒業・修了に関する証明】
① 日本語又は英語で作成された卒業証書/修了証書の原本（コピー後、返却）
② 日本語又は英語で作成された学位証書の原本（コピー後、返却）
③  学位の「認証報告」（中国語版電子報告書）［『中国高等教育学生信息网（CHSI）』が認証
したもの］

【成績に関する証明書】
① 日本語又は英語で作成された成績証明書の原本（返却はしない）
②  「中国高等学校学生成績験証報告」（中国語版電子報告書）［『中国高等教育学生信息网（CHSI）』
が認証したもの］ 

【卒業・修了に関する証明】

【成績に関する証明書】
① 中国語で作成された成績証明書の原本（返却はしない）
②  成績証明書の翻訳文（日本語又は英語）
 

【卒業・修了に関する証明】
① 日本語又は英語で作成された証明書（又は証書）原本（証書は、コピー後、返却）

※  証明書に学位に係る記載がない場合は、学位の取得又は取得見込みを立証する書類（学位証
書等）の原本。（コピー後、返却）

【成績に関する証明書】
① 日本語又は英語で作成された成績証明書の原本（返却はしない）

【卒業・修了に関する証明】
① 日本語又は英語以外で作成された証明書（又は証書）原本（証書は、コピー後、返却）
② 証明書（又は証書）の翻訳文（日本語又は英語）

※  証明書に学位に係る記載がない場合は、学位の取得又は取得見込みを立証する書類（学位証
書等）の原本（コピー後、返却）

【成績に関する証明書】
① 日本語又は英語以外で作成された成績証明書の原本（返却はしない）
② 成績証明書（又は証書）の翻訳文（日本語又は英語）

→ →　→　→

→
→

→

→

→

→

→

※申請の際は、願書受付期間の最終日（必着）までに、福岡大学大学院事務課のメールアドレス（gakuin@adm.fukuoka-u.ac.jp）に
認証結果が直接送付されるように手続きを行ってください。
※
※上記の認証機関以外からは一切受取りません 出願者本人または代理人が大学院事務課に送付した認証書は無効となります。
※

＜中国の教育機関出身の志願者へ＞
　 中国語版電子報告書を提出してくださ 。

④ 「中国高等教育学歴認証報告」（中国語版電子報告書）［『中国高等教育学生信息网（CHSI）』
が認証したもの］ 

① 中国語で作成された卒業証書/修了証書（コピー後、返却）
②  卒業証書/修了証書の翻訳文（日本語又は英語）
③  中国語で作成された学位証書（コピー後、返却）
④  学位証書の翻訳文（日本語又は英語）
⑤  学位の「認証報告」（中国語版電子報告書） 

⑥ 「中国高等教育学歴認証報告」（中国語版電子報告書）［『中国高等教育学生信息网（CHSI）』
が認証したもの］ 

③ 「中国高等学校学生成績験証報告」（中国語版電子報告書）［『中国高等教育学生信息网（CHSI）』
が認証したもの］ 

●学位の「認証報告」（中国語版電子報告書）
●「中国高等教育学歴認証報告」（中国語版電子報告書）
●「中国高等学校学生成績験証報告」（中国語版電子報告書）

『中国高等教育学生信息网（CHSI）』
認証したもの］
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　⑵　第 1次選考（書類審査及び出願資格審査）について

　　　 　第 1次選考では，出願資格の審査対象（14 頁「2出願資格」（注）参照）となる志願者については

出願資格審査と書類審査を行い，それ以外の出願資格による志願者については書類審査のみを行い

ます。各審査結果は，審査終了後本人へ通知します。

　⑶　第 2次選考検定料（入学検定料）の納入方法

　　　 　第 1次選考の結果，受験が認められた方は第 2次選考検定料を所定の期日までに納入してくださ

い。納入方法に関する詳細は，第 1次選考の書類提出時に別途指示します。

　⑷　出願上の注意

　　　　①　該当する出願資格に記載された条件の内容を必ず確認してください。

　　　　②　工学研究科の志願者は，「日本語能力試験」N2レベル（2級）以上の日本語能力が必要です。

　　　　　　 但し，英語で講義を受けることを希望する方は除きます。

　　　　③　

　　　　④　 出願書類の提出は，受付時に確認事項があるので，特別な理由がない限り窓口に持参して

なお，国外志願者については，日本在住の知人を通じて出願書類を郵送しても構いません。

ください。（国外志願者以外）

　　　　⑤　出願手続等に関する照会は，原則として志願者本人が行ってください。

　　　　⑥　 志願票及び副票・受験票の「志望専修部門」欄は，各専攻の入学生を募集する専修部門（7～

11 頁参照）の中から 1部門を選択し，その名称を記入してください。

　　　　　　「指導教員」欄には，志望する専修部門の指導教員 1名の氏名を記入してください。

第 2次選考検定料（入学検定料） 30 ,000円

6　受験票及び受験許可書

7　試験場・試験会場

　　　福岡市城南区七隈八丁目19番1号　　福岡大学内

　　　　※ 試験会場は，試験日当日の午前 8 時 30 分に中央図書館西側 1階入口（大学院エントランス）に

掲示します。

　　　　※受験者は，午前 9時までに試験会場に集合してください。

　　　※ 出願手続き完了者には，「受験票」を送付します。また，国外志願者には「受験許可書」注）を発行し，

併せて送付します。

　　　※ 試験日の 5日前までに到着しない場合は大学院事務課へ連絡してください。

　　　※ 「受験票」は入学手続完了まで保管してください。

　　　注） 受験許可書は，国外志願者が来日受験するために，志願者本人が本国において行なう出入国手

続（受験を目的とする短期滞在ビザの取得）に便宜をはかるため発行するものです。

出願書類に不備がある場合，書類の受理はできません。出願期間内に全ての書類の提出が
完了するようご準備ください。記入漏れがないように注意してください。

　　　　⑦ 　 一度払い込まれた第 2次選考検定料（入学検定料）及び提出された書類（論文含む）の返還
請求には応じません。
ただし，万が一誤って振り込みを行った場合は，3頁の問い合わせ先までご連絡ください。

　　　　⑧　身体等の障がいにより「受験上の配慮」及び「入学後の修学上の配慮」を希望される方，
　　　　　　職業を有している等の事情により「長期履修制度」の利用を希望される方は，巻末に掲載
　　　　　　している各文書をご参照ください。

目次に戻る
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9　合　格　発　表

　　　　①　合格発表日時：令和 8 年 7月21日（火）　午前10時

　　　　②  　 合格者の受験番号を掲示するとともに，合格者へ入学手続書類を郵送（簡易書留）します。

不合格者への通知はいたしません。

　　　　　　　◆ 掲示場所：大学院事務課前

　　　　③ 　 福岡大学公式ホームページ内の「大学院個別サイト」（https://www.grad.fukuoka-u.ac.jp/）

に合格者の受験番号を掲載いたします。

　　　　④　合否に関する電話での問合せには一切応じません。

　　　　⑤ 　 出願書類及び入学手続書類等に虚偽の記載があった場合は，入学許可を取り消すことがあり

ます。

10　入　学　手　続

　　　　※　 5 ～ 6 頁の「10　入学手続」を参照してください。

時　間 試　験　科　目
 9 ：00～ 受験上の注意

 9 ：15～10：15 ◆　小 論 文

（注）
　12：40～

◆　面　　接
　　小論文及び研究計画書による口頭試問を行う。

（注）面接の開始時間は，受験者人数等の諸事情により変更になる場合があります。

※最終学校を卒業・修了・退学した後，入学時に日本国内での社会人経験 3 年以上の者

8　試験科目・試験時間

　■全専攻共通《一般》

　■全専攻共通《社会人》

時　間 試　験　科　目
 9 ：00～ 受験上の注意
 9 ：15～10：15 ◆　英　　語

10：30～12：00 ◆　専門科目　［※他大学院出身者のみ実施］
　　専修部門の科目について筆記試験を行う。

（注）
　12：40～

◆　面　　接
　　研究計画に関する口頭試問を行う。
（注）面接の開始時間は，受験者人数等の諸事情により変更になる場合があります。

目次に戻る



受験上・修学上の配慮について

福岡大学大学院では、身体等の障がい（視覚・聴覚障害、肢体不自由、発達障害、病弱等）により、「受験上の配慮」

及び「入学後の修学上の配慮」を行っています。受験上の配慮を必要とする方は、期限までに大学院事務課へ必要書

類を提出してください。申請内容に基づき、障がい等に応じた配慮を決定します。

また、入学後の修学上の配慮を希望する方は、別途申請が必要です。出願検討段階でも構いませんので、お早めに

障がい学生支援センターまでご相談ください。

【受験上の配慮について】

◎必要書類

1. 福岡大学大学院入学試験における受験上の配慮申請書（様式 1）

2. 診断書（様式 2−1、2−2）

3. ｢障害者手帳」の写し（該当者のみ）

※上記所定様式は、福岡大学大学院個別サイト（https://www.grad.fukuoka-u.ac.jp/）「入学試験→入学試験案内」

ページからダウンロードしてください。

◎申請方法

上記の必要書類を次の提出先に持参または郵送してください。郵送の際、封筒には「受験上の配慮申請書在中」

と朱書きしてください。

提出先：福岡大学 大学院事務課（中央図書館棟 6階）

住 所：〒 814-0180 福岡県福岡市城南区七隈八丁目 19 番 1 号

◎提出期限

各入学試験 出願受付開始日の原則 1カ月前

（出願期間は選抜試験によって異なりますので、各募集要項をご確認ください。）

◎注意事項

・提出期限後の申し出については、準備の都合上ご希望に添えない場合があります。上記期限後に大きな病気や

不慮の事故等により、受験上の配慮が必要になった場合は、速やかに大学院事務課までご相談ください。

・申請内容の確認や配慮事項の検討のため、面談や追加書類の提出等をお願いすることがあります。

・審査の結果、ご希望に添えない場合がありますので、予めご了承ください。

・受験上の配慮の決定は、原則、出願前までに申請者へ通知します。

・別室受験の配慮は個室ではなく、少人数教室などの対応となる場合があります。

◎その他

・配慮の内容によって対応に時間を要するため、予め期日に余裕をもって、必要書類をご提出ください。

・申請書に記載されている個人情報は「学校法人福岡大学個人情報保護規程」に基づいて取り扱い、受験上の配

慮や入学後の修学上の配慮等に関すること以外には使用しません。
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◎受験上の配慮例

【配慮実績】

�肢体不自由に関する配慮

・車椅子の持参使用

・車椅子対応の机の準備

�その他の配慮

・試験時間の延長

・座席指定（前列や後列、トイレに近い、出入口付近など）

・筆記試験受験時の別室確保

・試験室のある建物付近までの車の乗り入れ・試験室当日の学内駐車場の使用許可

・介助者待機室の確保

・持参薬や補食の摂取

【その他想定される配慮例】

�視覚に関する配慮

・拡大文字問題用紙の配付

・拡大鏡等の持参使用

�聴覚に関する配慮

・注意事項等の文書による伝達

・補聴器や人工内耳の装着使用

※上記は配慮の一例です。配慮の内容は、申請内容に基づき都度検討いたします。

受験上の配慮に関する相談窓口

福岡大学 大学院事務課 TEL：092-871-6631（代表）

修学上の配慮に関する相談窓口

福岡大学 障がい学生支援センター TEL：092-871-6631（代表）



　長期履修制度とは，職業を有している等の事情により，本来の標準修業年限（修士課程・博士課程
前期＝ 2年，博士課程後期＝ 3年，博士課程＝ 4年）では履修が困難と認められる者について，長期
履修学生として標準修業年限を超えて履修を可能とする制度です。
　長期履修学生として申請するにあたっては，長期履修期間中の履修や研究方法等について，あらか
じめ当該研究科・専攻（在学生は指導教員）に相談してください。

１．対象者

　長期履修学生として申請することができる者は，次のいずれかに該当する者とします。なお，外
国人留学生（在留資格「留学」を有する者）は申請できません。
（１） 新たに本学大学院に入学（進学を含む）する者のうち，次のいずれかに該当するため，標準修

業年限での履修が困難な者

　　　①職業を有し，就業している者
　　　②家事，介護，育児，出産等の諸事情を有する者
　　　③その他，研究科長が相当の事情があると認めた者
（２） 本研究科に在学する者のうち，次のいずれかに該当するため，標準修業年限での履修が困難

な者

 　　 （在学中に，新たに標準修業年限での履修が困難となる事由が生じた場合。なお，標準修業年
限における修了予定年次（最終学年）に在学している者は申請できません。）

　　　①職業を有し，就業している者
　　　②家事，介護，育児，出産等の諸事情を有する者
　　　③その他，研究科長が相当の事情があると認めた者

２．長期履修期間

　長期履修学生の履修期間および在学中に長期履修を開始することができる学年は次の通りです。

　　※長期履修期間は入学時を開始基準とします。
　　※長期履修期間は 1年間単位とします。
　　※長期履修学生の最長在学年限は，標準修業年限での履修生と同じです。
　　※休学期間は履修期間に含めません。
　　※長期履修学生の早期修了（標準修業年限より短い期間での修了）はできません。

福岡大学大学院　長期履修制度について

課程 標準
修業年限 長期履修期間 最長

在学年限
在学生長期履修
開始可能学年

修士課程・
博士課程前期

入学時から
2年

入学時から
　　3年または 4年 4年 2年

博士課程後期 入学時から
3年

入学時から
　　4年または 5年または 6年 6年 2年，3年

博士課程 入学時から
4年

入学時から
　　5年または 6年 8年 2年，3年，4年
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３．申請手続
　（１）申請期間
　　　 ①入学時から長期履修学生となることを希望する場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ･･････入学試験出願時
　　　 ②在学生が新たに長期履修学生となることを希望する場合 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ･･････開始を希望する前年度の 6月末まで

（標準修業年限における最終学年在学者は申請できません。）
　（２）申請書類
　　　 ①長期履修学生申請書及び理由書（様式 1）
　　　 ②研究計画書（博士課程後期および博士課程のみ）（様式 2）
　　　 ③その他，当該研究科が必要と認める書類
　　　 ※ 申請理由に応じて，長期履修を必要とすることを証明する書類等を提出していただく場

合があります。

４．学費等納入金
　（１）入学時から長期履修学生となる場合
　 　　・ 基本的に標準修業年限の授業料等の総額を，長期履修期間の修業年数で按分した額が年

額となります。
　 　　・   2 年目以降の学費等納入金のうち，「委託徴収金」の金額には多少の変動が生じることが

あります。
　（２）在学生が新たに長期履修学生となる場合
　 　　・ 基本的に標準修業年限の授業料等の総額から既に納入した標準の授業料等の総額を減じ

た額を，長期履修期間の残りの修業年数で按分した額が年額となります。
　 　　・   2 年目以降の学費等納入金のうち，「委託徴収金」の金額には多少の変動が生じることが

あります。

５．結果の通知
　（１）入学時から長期履修学生となることを希望する場合
　 　　・ 長期履修を希望する事由や研究計画等に基づき審査の上，入学試験合格発表時に合格通

知とともに送付します。
　（２）在学生が新たに長期履修学生となることを希望する場合
 　　　・長期履修を希望する事由や研究計画等に基づき審査の上，8月末までに通知します。

６．長期履修期間の変更（延長・短縮・取消）
　長期履修学生として許可された者が，長期履修の期間の延長，短縮あるいは取消を必要とする事
由が生じた場合は，指導教員の承認を得た上で，長期履修期間の変更を 1回に限り願い出ることが
できます。

※申請書類は，大学院個別サイト（https://www.grad.fukuoka-u.ac.jp/）内の
　「入学試験」メニュー ⇒「長期履修制度」ページからダウンロードしてくだ
　さい。

 



　　（１）変更の願出期間
　　 　・変更を希望する前年度の 6月末まで
　　（２）変更願出書類
　　　 ①長期履修学生変更願書及び理由書
　　　　 　・延　長（様式 3）
　　　　 　・短　縮（様式 4）
　　　　 　・取　消（様式 5）
　　　 ②その他，当該研究科が必要と認める書類
　　　 ※ 申請理由に応じて，長期履修を必要とすることを証明する書類等を提出していただく場

合があります。
　　（３）変更可能な長期履修期間と学年

　　　※延長は，変更前の長期履修期間における最終学年在学者は願い出ることができません。
　　　※短縮は，短縮後に 1年以上の修業期間がない場合は願い出ることができません。
　　　※ 取消は，標準修業年限における最終学年（修士課程・博士課程前期＝ 2年，博士課程後期

＝ 3年，博士課程＝ 4年）在学者は申請できません。
　　　※変更は１回に限り願い出ることができます。
　　　※取消を行った場合，あらためて長期履修学生に申請することはできません。

変更 課程 長期履修期間
（変更前→変更後） 変更手続き可能学年

延
　
長

修士課程・博士課程前期 入学時から 3年→ 4年 1年又は 2年

博士課程後期

入学時から 4年→ 5年 1年，2年又は 3年

入学時から 4年→ 6年 1年，2年又は 3年

入学時から 5年→ 6年 1年，2年，3年又は 4年

博士課程 入学時から 5年→ 6年 1年，2年，3年又は 4年

短
　
縮

修士課程・博士課程前期 入学時から 4年→ 3年 1年又は 2年

博士課程後期

入学時から 5年→ 4年 1年，2年又は 3年

入学時から 6年→ 5年 1年，2年，3年又は 4年

入学時から 6年→ 4年 1年，2年又は 3年

博士課程 入学時から 6年→ 5年 1年，2年，3年又は 4年

取
　
消

修士課程・博士課程前期
入学時から 3年→ 2年（標準）

1年
入学時から 4年→ 2年（標準）

博士課程後期

入学時から 4年→ 3年（標準）

1年又は 2年入学時から 5年→ 3年（標準）

入学時から 6年→ 3年（標準）

博士課程
入学時から 5年→ 4年（標準）

1年，2年又は 3年
入学時から 6年→ 4年（標準）



　（４）授業料等納入金
　　　　 ※ 授業料等納入金（以下，「授業料等」）とは，「授業料」及び「教育充実費」を指します。
　　　　 ※ 在学中，毎年度納入が必要な学生健康保険互助組合費等の「委託徴収金」は授業料等に

は含まれません。
　　　 ①延　長
　　　 　・ 基本的に標準修業年限の授業料等の総額から既に納入した変更（延長）前の授業料等の

総額を減じた額を，長期履修期間の残りの修業年数で按分した額が年額となります。
　　　 ②短　縮
　　　 　・ 基本的に標準修業年限の授業料等の総額から既に納入した変更（短縮）前の授業料等の

総額を減じた額を，長期履修期間の残りの修業年数で按分した額が年額となります。
　　　 ③取　消
　　　 　・基本的に取消後は標準修業年限の授業料等年額になります。
　　　 　・ ただし，そこまでに納付すべき標準修業年限の授業料等の総額から既に納付した授業

料等の総額を控除した額を，取消後の最初の年度に授業料に上乗せして徴収します。
　（５）結果の通知
　　 　・変更を必要とする事由や研究計画等に基づき審査の上，8月末までに通知します。

７．長期履修制度利用にあたっての注意
　・ 独立行政法人日本学生支援機構の奨学金貸与において，長期履修に応じた貸与は入学時に申請
した場合にのみ適用されます。在学中の申請あるいは長期履修期間の変更等を行う場合は対象
外となることがあります。



個人情報の取扱いについて

　本学では「個人情報の保護に関する法律」に基づき、「学校法人福岡大学個人情報保護規程」を定め個人情報の保護

」号番人個「、くづ基に」律法るす関に等用利の号番のめたるす別識を人個の定特るけおにき続手政行「。すまいてめ努に

および「特定個人情報」に関しても同様です。本学学生の個人情報に関する基本的な姿勢と取扱いについてご説明い

たします。

 1．法令の遵守と学内規程の整備

本学は、「個人情報の保護に関する法律」その他法令の規定を遵守すると共に、個人情報の取得、保管、利

用など取扱いに関する必要な事項を定め、個人情報の適切な保護に努めます。

 2．個人情報の取得

本学は、本学の学生から個人情報を取得する際には、あらかじめ利用目的を特定し、その利用目的の達成に

必要な範囲内において、公正な手段により取得します。また、思想、信条及び宗教に関する個人情報は取得し

ません。

　　〈主な利用目的〉

○学生募集、入学試験に関する業務

○履修・成績管理に関する業務

○入学、卒業、退学、休学等の学籍管理に関する業務

○課外活動、健康管理に関する業務

○奨学金に関する業務

○授業料その他納付金等の収納・督促に関する業務

○就職・進路支援に関する業務

○教育改善のための教学情報の活用に関する業務

○個人番号関係業務

○一般社団法人福岡大学同窓会有信会の運営に関する業務

○福岡大学父母後援会の運営に関する業務

○その他学生生活、修学指導に関する業務

　　※詳しくは、大学ホームページに掲載している「学校法人福岡大学個人情報保護規程別表」等をご覧ください。

 3．個人情報の利用

　本学が保有する個人情報は、法令に基づく場合を除き、本人の同意を得ないで、定められた利用目的以外の

利用や、第三者への提供は行いません。

 4．個人情報の管理

本学は、個人情報の管理体制を整備し、個人データについては利用目的の達成に必要な範囲内において正確

かつ最新の内容に保ち、漏えい、滅失又は毀損の防止など安全管理のために必要かつ適切な措置を講じます。

なお、個人情報の取扱いを外部に委託する場合は、委託先が個人情報の安全管理のために適切な措置を講じ

るよう監督し、その内容を委託契約に明記します。

 5．個人情報の開示等

　本学は、本人からの当該保有個人データの開示、訂正（追加、削除含む）、利用停止の請求を受け付けます。

 6．個人情報に関する問合せ先

本学の個人情報に関する苦情やご質問は、個人情報の内容によって受付窓口が異なります。大学公式ホーム

ページの個人情報関連のページをご覧いただくか、福岡大学総務課にお問い合せください。
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■福岡大学までの交通機関

福　岡　大　学　大　学　院
〒814‒0180  福岡市城南区七隈八丁目19番１号

電話（092）871‒6631
大学院事務課　内線　2913～2916
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②
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福大前駅
地下鉄七隈線

約20分

約50分

西鉄バス 行先番号 12 ※乗り場は②
福大前

約40分

西鉄バス 行先番号 16

約35分

西鉄バス エコルライナー（快速）【平日のみ】

福大前

福大正門前
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